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センターの概要

【分　野】
生物学（基礎生物学）

【キーワード】
植物分子機能、植物工場、園芸科学、生物資源利用、
作物生産管理、植物保護科学、農業工学

（1）主たる研究分野

（2）研究概要
　私たちの暮らしは、衣食住の全てにおいて多様な形で
植物の恩恵を受けている。例えば植物は、食材や医薬品
のように身体の構築と機能に関わる素材として利用され
る他、衣料品や建材のように暮らしを支える材料として、
あるいは園芸作物や鑑賞用植物のように人の心に豊か
さを与える媒体として利用される。また近年では、バイオ
マスエネルギー源としても注目されている。しかし、実際
に産業として利用されている植物種は全体のごく一部に
限られており、日本に生息する6千種もの植物はほとんど
その利用価値は見出されていない。野生種においては有
用であることが知られていても、その栽培技術や利用方
法が十分検討されていないことが多い。 
　本研究センターでは、特に実験前例が少ない有用植物
に焦点を当て、
（１）栽培技術・組織培養条件の検討
（２）植物個体からの有用成分の抽出と分析
（３）遺伝子組換え技術を利用した高効率な有用分子の

細胞内合成系の確立
といったアプローチを、研究対象とする植物に応じて適
宜組み合わせ、これまで注目されてこなかった有用植物
を利用した新たな産業の創出を目指す。また、広島県の
産業の活性化も目的の一つとし、地場野菜や自生植物を
積極的に研究材料として取り入れ、多角的な視点から研
究の促進を試みる。 

図１　研究対象としている植物種の例
（A）コダカラソウ 、（B)ヒキオコシ、
（C)ツルオドリコソウ、（D)カキドオシ

図２　LED照明による植物の栽培
（A）赤色光、（B)赤色／青色混合光、（C)青色光

図３　ジギタリスの組織片から誘導されたカルス

研究成果等

　植物が産生するボルネオールとその類縁体は、香料や
医薬品など幅広く利用されている。これらの化合物の化
学分析において、核磁気共鳴スペクトルによる帰属は完
全に行うことは困難であった。そこで、ヒドロキシ基に保
護基を導入し、スペクトル変化を誘導する帰属手法を調
査するとともに、量子化学計算を用いた検証を行った。
　小菊の開花時期は品種や高温によって制御が困難
であり、キク農家にとって課題である。本研究で栽培時
にある種のアミノ系分子Aを散布を処理することで開
花誘導が促進されることがわかった（図4）。薬剤散布
による花き類の開花制御の可能性を示唆する結果であ
ると考えられる。
　メロンは湛水に弱く、特に土壌の低酸素環境がその
成長を妨げることが分かっている。強光LEDを使用し
栽培したメロンにおいて湛水ストレスによって影響を受
ける遺伝子群について調査したところ、植物ホルモン
生合成遺伝子のひとつに関して発現上昇が特徴的に

みられることがわかり（図5）、他種の植物との湛水応
答の違いを反映している特徴であると考えられた。

　キク以外の花き類の栽培と生育におけるアミノ系分
子Aの効果的な利用について、さらに調査を進めてる。
また二倍体キク品種であるキクタニギクにおいて根特
異的に発光する形質転換体を作製し、根の発根および
伸長活性を促進する試薬や環境因子の大規模スクリー
ニングをすすめ、難発根性の挿し芽または挿し木におけ
る応用を検討していく予定である。
　湛水時のメロンの根における、活性酸素除去経路や
嫌気呼吸について、遺伝子発現解析と酵素活性試験を
中心に解明をすすめていく。
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（3）実績（論文・特許・共同研究・産学連携・補助金）等

（2）今後の展開・応用分野等

図5　強光LEDを使用してメロンを屋内で栽培している様子（左上）。メロン
を湛水処理することで花成の遅延が観察された（右上）。湛水処理による遺伝
子発現変動（下）。

図4　異なる濃度のアミノ系分子Aを散布した際の　　　　　遺伝子の発現
変化。RNAは、アミノ系分子Aを処理して24時間後の小菊の葉から採取した。

CmFTL3


